
（1） 2010年（平成22年）11月22日（月） 東京都病院協会 会報 第163号

2010年（平成22年）11月22日

第163号
毎月１回　定価 200円（会員購読料は会費含む）

発行所：一般社団法人東京都病院協会 ／発行人：河北博文 〒101-0062 千代田区神田駿河台2-5  東京都医師会館内306号

TEL:03-5217-0896／FAX:03-5217-0898／ＵRL：h t t p : / / w w w . t m h a . n e t／E-mail：t m h a @ m r i . b i g l o b e . n e . j p

新
た
に
流
入
し
た

多
剤
耐
性
菌
に
よ
る
院
内
感
染

新
た
な
多
剤
耐
性
菌
の
広
が
り
に
地
域
医

療
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
都
内
の
特
定
機
能

病
院
で
本
年
九
月
三
日
、
「
多
剤
耐
性
ア
シ

ネ
ト
バ
ク
タ
ー
・
バ
ウ
マ
ニ
」（
Ｍ
Ｒ
Ａ
Ｂ
）

の
集
団
感
染
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
同
院
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
が
一
時
救

急
車
の
受
け
入
れ
を
制
限
し
て
地
域
救
急
医

療
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
の
後
も
Ｍ
Ｒ
Ａ

Ｂ
の
院
内
感
染
事
例
が
相
次
い
だ
。
九
月
六

日
に
は
国
内
で
初
め
て
「
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
産
生

多
剤
耐
性
菌
」
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
各
医

療
施
設
に
は
多
剤
耐
性
菌
の
院
内
感
染
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一
、
院
内
感
染
に
つ
い
て
警
察
が
医
師

を
事
情
聴
取

帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
東
京
都
板

橋
区
）
は
本
年
九
月
三
日
、
四
十
六
人
の
患

者
が
「
多
剤
耐
性
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
・
バ

ウ
マ
ニ
」
（
Ｍ
Ｒ
Ａ
Ｂ
）
に
院
内
感
染
し
た

こ
と
を
公
表
し
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
高

度
医
療
を
担
う
べ
き
特
定
機
能
病
院
で
発
生

し
た
院
内
感
染
に
対
し

て
、
院
内
の
報
告
の
遅

れ
、
立
入
検
査
で
の
事

実
隠
ぺ
い
、
専
従
者
不

足
等
の
体
制
の
弱
さ
な

ど
に
つ
い
て
大
き
く
報

じ
た
。
ま
た
警
視
庁
捜

査
一
課
が
業
務
上
過
失

致
死
の
疑
い
で
、
医
師

ら
病
院
関
係
者
か
ら
事

情
聴
取
し
た
ほ
か
、
関

係
資
料
の
提
出
を
受
け

て
い
た
こ
と
も
明
ら
か

に
な
り
、
医
療
界
に
激

震
が
走
っ
た
。

二
、
多
剤
耐
性
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
・

バ
ウ
マ
ニ
と
の
関
連
が
否
定
で
き
な
い

死
亡
例
も

帝　
京　
大　
の　
発　
表　
で　
は　
、　
昨　
年　
八　
月　
か　
ら　
本　

年　
九　
月　
ま　
で　
に　
院　
内　
に　
お　
け　
る　
Ｍ　
Ｒ　
Ａ　
Ｂ　
感　

染　
が　
確　
認　
さ　
れ　
た　
の　
は　
、　
三　
十　
五　
〜　
八　
十　
九　

歳　
の　
男　
女　
四　
十　
六　
人　
で　
、　
ほ　
ぼ　
院　
内　
感　
染　
に　

よ　
る　
も　
の　
と　
み　
ら　
れ　
る　
。　
五　
十　
三　
〜　
八　
十　
九　

歳　
の　
男　
女　
二　
十　
七　
人　
が　
す　
で　
に　
死　
亡　
。　
二　
十　

七　
人　
の　
う　
ち　
九　
人　
は　
感　
染　
が　
死　
亡　
の　
原　
因　
に　

な　
っ　
た　
可　
能　
性　
が　
否　
定　
で　
き　
ず　
、　
六　
人　
は　
関　

連　
が　
不　
明　
、　
十　
二　
人　
は　
原　
疾　
患　
が　
死　
亡　
原　
因　

で　
、　
感　
染　
と　
の　
因　
果　
関　
係　
は　
な　
い　
と　
し　
て　
い　

る　
。　
Ｍ　
Ｒ　
Ａ　
Ｂ　
と　
の　
関　
連　
が　
否　
定　
で　
き　
な　
い　

死　
亡　
九　
例　
は　
、　
急　
性　
大　
動　
脈　
解　
離　
、　
急　
性　
骨　

髄　
性　
白　
血　
病　
、　
糖　
尿　
病　
な　
ど　
の　
疾　
患　
を　
患　
っ　

て　
免　
疫　
が　
低　
下　
し　
て　
い　
る　
人　
が　
多　
い　
と　
い　
う　
。　

三
、　
多
剤
耐
性
ア
シ　
ネ　
ト　
バ　
ク　
タ　
ー　
と
は

ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
属
菌
（
以
下
、
ア
シ

ネ
ト
バ
ク
タ
ー
）
は
、
土
壌
、
河
川
水
な
ど

自
然
環
境
中
か
ら
し
ば
し
ば
分
離
さ
れ
る
環

境
菌
で
あ
る
。
衣
類
、
寝
具
、
人
工
呼
吸
器
、

手
洗
い
場
、
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
の
環
境
中
に
長

期
間
生
存
す
る
た
め
、
対
策
が
非
常
に
困
難

で
あ
る
。
細
胞
侵
入
性
は
示
さ
ず
、
該
毒
素

な
ど
の
特
定
の
病
原
因
子
を
産
生
し
な
い
た

め
、
弱
毒
菌
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
緑
膿

菌
な
ど
と
同
じ
グ
ラ
ム
陰
性
桿
菌
で
あ
り
、

内
毒
素
で
あ
る
エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
（
リ
ポ
多

糖
）
を
産
生
す
る
た
め
、
何
ら
か
の
原
因
で

血
流
中
に
侵
入
す
る
と
エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
シ

ョ
ッ
ク
や
多
臓
器
不
全
な
ど
を
誘
発
し
、
患

者
が
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
る
。

ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
は
、
好
気
性
の
ブ
ド

ウ
糖
非
発
酵
グ
ラ
ム
陰
性
桿
菌
に
属
す
る

が
、
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
・
バ
ウ
マ
ニ

（

）
は
、
他
の

種
と
異
な
り
ブ
ド
ウ
糖
を
有
酸
素
下
で
酸
化

的
に
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
八
〇
年
代
の
後
半
か
ら
、
ア
シ
ネ
ト

バ
ク
タ
ー
・
バ
ウ
マ
ニ
は
、
病
院
や
医
療
施

設
で
の
院
内
感
染
の
原
因
菌
の
一
つ
と
し
て

徐
々
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

特
に
、
集
中
治
療
室
で
人
工
呼
吸
器
を
装
着

さ
れ
て
い
る
患
者
の
肺
炎
（

Ｖ
Ａ
Ｐ
）
の
起
因

菌
と
し
て
警
戒
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

一　
九　
九　
〇　
年　
代　
に　
入　
る　
と　
ド　
イ　
ツ　
や　
ア　
メ　

リ　
カ　
な　
ど　
で　
、　
フ　
ル　
オ　
ロ　
キ　
ノ　
ロ　
ン　
、　
広　
域　

セ　
フ　
ァ　
ロ　
ス　
ポ　
リ　
ン　
、　
イ　
ミ　
ペ　
ネ　
ム　
、　
ア　
モ　

キ　
シ　
シ　
リ　
ン　
、　
ア　
ミ　
ノ　
配　
糖　
体　
な　
ど　
広　
範　
囲　

の　
抗　
菌　
薬　
に　
耐　
性　
を　
獲　
得　
し　
た　
多　
剤　
耐　
性　
ア　

シ　
ネ　
ト　
バ　
ク　
タ　
ー　
・　
バ　
ウ　
マ　
ニ　
（　
Ｍ　
Ｒ　
Ａ　
Ｂ　
）　

が　
臨　
床　
検　

体　
か　
ら　
分　

離　
さ　
れ　
る　

よ　
う　
に　
な　

り　
、　
医　
療　

現　
場　
で　
大　

き　
な　
関　
心　

事　
と　
な　
り　

始　
め　
て　
い　

た　
。　
ま　
た　
、　

二　
〇　
〇　
二　

年　
頃　
よ　
り　

イ　
ラ　
ク　
戦　

争　
に　
従　
事　

し　
負　
傷　
し　

た　
将　
兵　
で　
、　

Ｍ　
Ｒ　
Ａ　
Ｂ　

に　
よ　
る　
血　

流　
感　
染　
症　

や　
創　
部　
感　

医
療
安
全
推
進
委
員
会
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染　
症　
の　
多　
発　
が　
大　
き　
な　
問　
題　
と　
な　
り　
、　
一　
般　

に　
も　
広　
く　
知　
ら　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
。　
さ　
ら　

に　
広　
範　
囲　
の　
ア　
ミ　
ノ　
配　
糖　
体　
に　
超　
高　
度　
耐　
性　

を　
獲　
得　
し　
た　
株　
が　
中　
国　
や　
米　
国　
な　
ど　
で　
増　
加　

し　
つ　
つ　
あ　
り　
、　
今　
後　
の　
広　
が　
り　
が　
警　
戒　
さ　
れ　

て　
い　
る　
。　

四
、
多
剤
耐
性
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
の

国
内
検
出
状
況

欧
米
に
比
べ
る
と
稀
で
あ
る
が
、
二
〇
〇

八
年
十
月
に
は
福
岡
大
学
病
院
で
韓
国
か
ら

の
持
ち
込
み
例
を
端
緒
に
、
患
者
二
十
六
名

に
多
剤
耐
性
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
・
バ
ウ
マ

ニ
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
が
発
生
し
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
七
月
に
開
始
さ
れ
た
厚
生
労
働

省
の
院
内
感
染
対
策
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

（

）
事
業
の
検
査
部
門

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
デ
ー
タ
の
二
〇
〇
七
年
七

月
か
ら
二
〇
〇
九
年
十
二
月
の
集
計
で
は
、

国
内
の
約
六
百
の
医
療
機
関
か
ら
報
告
さ
れ

た
全
菌
株
数
三
百
二
十
一
万
八
千
八
百
二
十

株
中
、
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
属
菌
が
二
・

二
％
を
占
め
た
。
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
属
菌

の
中
で
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
・
バ
ウ
マ
ニ
が

約
六
十
％
と
最
も
多
か
っ
た
。
報
告
さ
れ
た

ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
属
菌
七
万
千
六
百
五
十

七
株
中
九
十
八
株
（
〇
・
十
四
％
）
が
多
剤

耐
性
性
と
判
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち
ア
シ
ネ
ト

バ
ク
タ
ー
・
バ
ウ
マ
ニ
が
五
十
六
株
で
あ
っ

た
。
多
剤
耐
性
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
の
分
離

率
は
、
極
め
て
低
い
こ
と
が

裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

五
、
東
京
都
及
び国

の
対
応

（　
一　
）　
東　
京　
都　
の　
対　
応　
　　

東　
京　
都　
は　
、　
帝　
京　
大　
か　
ら　

板　
橋　
区　
保　
健　
所　
へ　
報　
告　
が　
九　

月　
二　
日　
に　
あ　
っ　
た　
こ　
と　
を　
受　

け　
て　
、　
直　
ち　
に　
同　
大　
学　
病　
院　

に　
対　
し　
て　
立　
入　
検　
査　
を　
実　
施　

し　
た　
。　
立　
入　
検　
査　
に　
お　
い　
て　

は　
、　
当　
該　
病　
院　
に　
お　
け　
る　
院　

内　
感　
染　
防　
止　
対　
策　
の　
実　
施　
状　

況　
、　
現　
場　
へ　
の　
徹　
底　
状　
況　
を　

確　
認　
し　
、　
継　
続　
的　
な　
感　
染　
防　

止　
対　
策　
の　
取　
組　
を　
行　
う　
こ　
と　
、　

重　
大　
な　
院　
内　
感　
染　
事　
例　
の　
発　

生　
時　
に　
は　
速　
や　
か　
に　
都　
及　
び　

保　
健　
所　
へ　
報　
告　
す　
る　
こ　
と　
を　

厳　
重　
に　
指　
導　
し　
た　
。　
ま　
た　
十　

月　
二　
十　
九　
日　
、　「　
院　
内　
感　
染　
対　
策　
マ　
ニ　
ュ　
ア　
ル　

（　
二　
〇　
一　
〇　
年　
版　
）　」　
を　
作　
成　
し　
、　
都　
内　
病　
院　

及　
び　
関　
係　
機　
関　
に　
配　
布　
す　
る　
と　
発　
表　
し　
た　
。　

（
二
）
厚
生
労
働
省
の
対
応

厚
生
労
働
省
は
九
月
五
日
、
省
内
に
政
務

三
役
と
厚
労
省
幹
部
、
国
立
感
染
症
研
究
所

の
専
門
家
に
よ
る
「
院
内
感
染
に
関
す
る
緊

急
対
策
チ
ー
ム
会
議
」
を
設
置
。
六
日
に
は
、

厚
労
省
と
東
京
都
の
合
同
に
よ
る
帝
京
大
学

附
属
病
院
に
対
す
る
立
入
検
査
を
実
施
。
そ

の
結
果
、
厚
労
省
は
同
院
の
院
内
感
染
防
止

対
策
に
つ
い
て
、「
院
内
に
専
任
医
師
一
名
、

兼
任
医
師
三
名
（
う
ち
一
名
は
部
長
）
、
専

任
看
護
師
一
名
、
兼
任
看
護
師
五
名
か
ら
な

る
感
染
制
御
部
を
設
置
し
て
い
る
が
、
院
内

感
染
防
止
・
届
出
体
制
に
つ
い
て
院
内
で
十

分
な
周
知
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
説

明
。
病
院
か
ら
の
報
告
が
九
月
に
な
っ
た
理

由
に
つ
い
て
は
「
感
染
収
束
に
向
け
た
院
内

対
応
を
最
優
先
し
た
た
め
」
と
説
明
を
受
け

た
と
い
い
、
「
行
政
へ
の
報
告
の
遅
れ
が
感

染
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
も
あ
る
」

と
指
摘
し
た
。

六
、
報
告
体
制

〜
Ｍ
Ｒ
Ａ
Ｂ
届
出
を
義
務
化
へ
〜

（
一
）
院
内
感
染
事
例
報
告

帝
京
大
で
の
院
内
感
染
事
例
を
受
け
厚
生

労
働
省
は
九
月
六
日
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
、

全
国
の
病
院
に
対
し
て
院
内
感
染
対
策
の
徹

底
と
疑
い
事
例
の
報
告
を
求
め
る
事
務
連
絡

を
発
出
し
た
。

（
二
）
薬
剤
耐
性
菌
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

現　
在　
、　
感　
染　
症　
法　
に　
基　
づ　
き　
五　
種　
類　
の　
薬　

剤　
耐　
性　
菌　
に　
つ　
い　
て　
届　
出　
義　
務　
が　
課　
さ　
れ　
て　

い　
る　
。　
そ　
の　
他　
、　
二　
百　
床　
以　
上　
の　
病　
床　
を　
有　

す　
る　
病　
院　
の　
う　
ち　
、　
参　
加　
を　
希　
望　
し　
て　
い　
る　

施　
設　
に　
は　
院　
内　
感　
染　
対　
策　
サ　
ー　
ベ　
イ　
ラ　
ン　
ス　

事　
業　
と　
し　
て　
主　
要　
菌　
種　
・　
主　
要　
薬　
剤　
耐　
性　
菌　

の　
分　
離　
状　
況　
が　
収　
集　
分　
析　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
厚　

生　
労　
働　
大　
臣　
は　
九　
月　
七　
日　
「　
関　
係　
大　
臣　
打　
ち　

合　
わ　
せ　
」　
に　
お　
い　
て　
、　「　
現　
在　
、　
感　
染　
症　
法　
上　

五　
種　
類　
の　
耐　
性　
菌　
に　
つ　
い　
て　
届　
出　
義　
務　
を　
課　

し　
て　
い　
る　
が　
、　
新　
た　
に　
発　
生　
し　
て　
い　
る　
耐　
性　

菌　
を　
含　
め　
、　
対　
象　
の　
範　
囲　
に　
つ　
い　
て　
検　
討　
す　

る　
」　
と　
表　
明　
し　
て　
お　
り　
、　
Ｍ　
Ｒ　
Ａ　
Ｂ　
な　
ど　
の　

薬　
剤　
耐　
性　
菌　
に　
届　
出　
義　
務　
を　
新　
た　
に　
課　
す　
こ　

と　
に　
つ　
い　
て　
検　
討　
し　
て　
い　
る　
。　

七
、
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る

多
剤
耐
性
菌
の
脅
威

イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
英
国
で
、
ニ
ュ

ー
デ
リ
ー
・
メ
タ
ロ
‐
β
‐
ラ
ク
タ
マ
ー
ゼ

（
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
）
を
産
生
す
る
新
し
い
タ
イ

プ
の
多
剤
耐
性
菌
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

が
、
今
年
八
月
に
英
医
学
誌
「
ラ
ン
セ
ッ
ト
」

に
報
告
さ
れ
た
。

国
内
で
も
、
厚
労
省
が
八
月
十
八
日
、
同

菌
の
疑
い
例
を
国
立
感
染
症
研
究
所
に
報
告

す
る
よ
う
求
め
た
。
独
協
医
科
大
学
病
院

（
栃
木
県
下
都
賀
郡
）
は
九
月
六
日
、
昨
年

四
月
に
入
院
し
て
い
た
五
十
歳
代
の
日
本
人

男
性
か
ら
国
内
で
初
め
て
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
産
生

多
剤
耐
性
大
腸
菌
を
検
出
し
た
と
公
表
し

た
。
患
者
は
イ
ン
ド
か
ら
帰
国
し
て
お
り
持

ち
込
み
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
続
い
て
十
月

四
日
、
さ
い
た
ま
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
（
埼

玉
県
さ
い
た
ま
市
）
に
入
院
中
の
海
外
渡
航

歴
の
な
い
九
十
歳
代
の
女
性
で
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１

産
生
肺
炎
桿
菌
が
検
出
さ
れ
、
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１

産
生
菌
と
し
て
初
め
て
の
国
内
感
染
例
が
確

認
さ
れ
た
。
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十
月
四
日
厚
労
省
が
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
産
生

肺
炎
桿
菌
の
検
出
を
発
表

感
染
症
は
、
細
菌
と
患
者
の
永
遠
の
闘
い

で
す
。
治
療
者
は
、
抗
生
剤
と
い
う
武
器
を

備
え
て
細
菌
を
制
御
す
る
役
目
を
課
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昨
今
、
主
要
な
抗
生

物
質
の
ど
れ
も
が
効
か
な
い
多
剤
耐
性
と
呼

ば
れ
る
タ
イ
プ
や
、
効
く
薬
が
全
く
な
い
ス

ー
パ
ー
耐
性
菌
と
呼
ば
れ
る
も
の
ま
で
出
て

来
て
い
る
こ
と
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
厚
生
労
働
省
は
、
九
月

六
日
多
剤
耐
性
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
・
バ
ウ

マ
ニ
院
内
感
染
事
例
の
報
告
に
引
続
い
て
、

十
月
四
日
国
内
で
二
例
目
と
な
る
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
・
メ
タ
ロ
‐
β
‐
ラ
ク
タ
マ
ー
ゼ
１

（
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
）
産
生
肺
炎
桿
菌
の
検
出
を

発
表
し
ま
し
た
。

発
表
さ
れ
た
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

報
道
関
係
者
へ
の
発
表
　
厚
生
労
働
省

「
我
が
国
に
お
け
る
新
た
な
多
剤
耐
性
菌
の

実
態
調
査
」
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
・
メ

タ
ロ
‐
β
‐
ラ
ク
タ
マ
ー
ゼ
１
（
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐

１
）
産
生
肺
炎
桿
菌
に
つ
い
て

「
我
が
国
に
お
け
る
新
た
な
多
剤
耐
性
菌

の
実
態
調
査
」
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
デ
リ

ー
・
メ
タ
ロ
‐
β
‐
ラ
ク
タ
マ
ー
ゼ
１
（
Ｎ

Ｄ
Ｍ
‐
１
）
産
生
肺
炎
桿
菌
が
検
出
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
同
調
査

に
お
け
る
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
産
生
菌
の
報
告
は
、

こ
れ
が
第
一
例
で
あ
り
、
国
内
で
の
報
告
例

と
し
て
は
第
二
例
で
す
。

（
検
査
結
果
）

・
菌
種

肺
炎
桿
菌

（

）

・
国
立
感
染
症
研
究
所
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

萱
結
果

Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
型

（
既
知
の
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
型
β
‐
ラ
ク
タ
マ

ー
ゼ
遺
伝
子
塩
基
配
列
と
完
全
に
一
致
）

※
十
月
一
日
ま
で
に
菌
株
を
受
領
し
、
検

査
を
実
施
し
た
七
件
の
う
ち
の
一
件
。

（
背
景
）

・
八
月
下
旬
に
さ
い
た
ま
市
民
医
療
セ
ン
タ

ー
に
肺
炎
の
た
め
に
入
院
し
た
高
齢
の
女
性

患
者
の
入
院
時
に
採
取
し
た
尿
の
検
体
か

ら
、
多
剤
耐
性
の
肺
炎
桿
菌
が
検
出
さ
れ
た
。

・
さ
い
た
ま
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
さ

い
た
ま
市
健
康
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
通
じ

て
国
立
感
染
症
研
究
所
に
菌
株
の
提
供
が
あ

り
、
検
査
を
実
施
し
た
も
の
。

・
患
者
は
現
在
も
入
院
中
で
あ
る
が
、
症
状

は
軽
快
し
て
い
る
。

・
現
在
、
入
院
中
の
他
の
患
者
か
ら
、
多
剤

耐
性
肺
炎
桿
菌
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

・
な
お
、
こ
の
患
者
に
は
、
最
近
の
海
外
へ

の
渡
航
歴
は
な
い
。

報
道
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
遺
伝
子
が
大
腸
菌
や
肺
炎

桿
菌
か
ら
検
出
し
た
こ
と

今
回
の
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
産
生
菌
報
道
に
お
い

て
も
っ
と
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
の
酵

素
を
産
生
す
る
菌
が
大
腸
菌
や
肺
炎
桿
菌
か

ら
分
離
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

大
腸
菌
や
肺
炎
桿
菌
は
、
腸
内
細
菌
と
し

て
も
ヒ
ト
の
腸
管
内
に
常
在
し
て
い
る
細
菌

で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１

産
生
菌
が
院
内
だ
け
で
な
く
、
市
民
感
染
と

し
て
蔓
延
し
て
い
く
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
厚
労
省
は
、
八

月
十
八
日
、
産
生
菌
多
剤
耐
性
菌
の
海
外
に

お
け
る
感
染
事
例
の
報
告
が
あ
っ
た
時
点
で

全
国
の
医
療
関
係
行
政
機
関
に
対
し
て
、
以

下
の
事
務
連
絡
を
し
て
お
り
ま
す
。

八
月
十
八
日
　
厚
生
労
働
省
事
務
連
絡

Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
産
生
多
剤
耐
性
菌
に
つ
い
て

「
医
療
機
関
　
感
染
症
・
細
菌
検
査
を
ご
担

当
の
方
々
へ
」

○
海
外
で
は
、
大
腸
菌
や
肺
炎
桿
菌
な
ど
の

腸
内
細
菌
科
の
細
菌
に
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
・

メ
タ
ロ
‐
β
‐
ラ
ク
タ
マ
ー
ゼ
１
（
Ｎ
Ｄ

Ｍ
‐
１
）
を
生
産
す
る
、
新
た
な
タ
イ
プ
の

多
剤
耐
性
菌
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
や
英
国
で
の
患
者

発
生
が
平
成
二
十
二
年
八
月
十
一
日
ラ
ン
セ

ッ
ト
電
子
版
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

○　
こ　
の　
耐　
性　
菌　
は　
、　
カ　
ル　
バ　
ペ　
ネ　
ム　
な　
ど　
ほ　
ぼ　

全　
て　
の　
β　
‐　
ラ　
ク　
タ　
ム　
系　
抗　
菌　
薬　
や　
、　
フ　
ル　
オ　

ロ　
キ　
ノ　
ロ　
ン　
系　
、　
ア　
ミ　
ノ　
配　
糖　
体　
系　
な　
ど　
広　
範　

囲　
の　
抗　
菌　
薬　
に　
多　
剤　
耐　
性　
を　
示　
し　
ま　
す　
。　

○
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
発
生
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
の
遺
伝
子
は
、

伝
達
性
プ
ラ
ス
ミ
ド
に
よ
り
媒
介
さ
れ
、
別

の
株
の
菌
に
伝
播
す
る
現
象
が
み
ら
れ
る
こ

と
な
ど
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

一
、
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
と
そ
の
遺
伝
子

Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
は
、
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
を
含
む

各
種
の
広
域
β
‐
ラ
ク
タ
ム
薬
を
分
解
す
る

酵
素
で
す
。
酵
素
の
活
性
中
心
に
亜
鉛
を
持

つ
た
め
、
メ
タ
ロ
‐
β
‐
ラ
ク
タ
マ
ー
ゼ

（
Ｍ
Ｂ
Ｌ
）
に
属
し
、
こ
の
酵
素
を
産
生
す

る
菌
は
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に

最
初
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
の

遺
伝
子
、
伝
達
性
プ
ラ
ス
ミ
ド
に
よ
り
媒
介

さ
れ
て
い
る
株
も
あ
り
、
共
存
す
る
他
の
複

数
の
薬
剤
耐
性
遺
伝
子
と
と
も
に
、
遺
伝
的

に
系
統
の
異
な
る
別
の
大
腸
菌
の
株
な
ど

に
、
接
合
な
ど
に
よ
り
水
平
伝
播
す
る
現
象

も
見
ら
れ
ま
す
。

二
、
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
産
生
株
の
特
徴

（
一
）
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
は
大
腸
菌
や
肺
炎
桿
菌

な
ど
の
腸
内
細
菌
科
の
菌
種
で
確
認
さ
れ
て

お
り
、
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
を
含
む
ほ
ぼ
全
て
の

広
域
β
‐
ラ
ク
タ
ム
系
抗
菌
薬
と
と
も
に
、

フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
系
、
ア
ミ
ノ
配
糖
体
系

な
ど
広
範
囲
の
抗
菌
薬
に
多
剤
耐
性
を
示
す

株
か
大
半
を
占
め
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
国

内
で
は
未
承
認
で
す
が
、
チ
ゲ
サ
イ
ク
リ
ン

や
コ
リ
ス
チ
ン
に
は
、
感
受
性
を
示
す
株
が

多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
二
）
大
腸
菌
や
肺
炎
桿
菌
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐

１
を
産
生
す
る
株
で
あ
っ
て
も
、
健
康
な
人

の
腸
管
粘
膜
や
体
表
面
に
付
着
し
て
い
る
だ

け
で
は
、
原
則
的
に
無
害
で
す．

し
の
び
よ
る
日
和
見
病
原
体

Ｎ
Ｄ
Ｍ
ー
１
産
生
菌
の
脅
威

ー
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
強
化
と
徹
底
を
ー

渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会
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三
、
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
産
生
株
が
分
離
さ
れ
た
患

者
背
景

Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
を
産
生
す
る
多
剤
耐
性
の
大

腸
菌
や
肺
炎
桿
菌
は
、
バ
キ
ス
タ
ン
や
イ
ン

ド
の
医
療
施
設
で
治
療
や
施
術
さ
れ
た
経
歴

の
あ
る
患
者
が
、
英
国
や
米
国
な
ど
の
医
療

機
関
で
治
療
や
検
査
を
受
け
た
際
に
発
見
さ

れ
た
も
の
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
、　
Ｎ
Ｄ
Ｍ　
‐　
１
産
生
株
が
問
題
に
な
る
理
由

こ
れ
ま
で
に
、
Ｍ
Ｂ
Ｌ
に
は
、
既
に
Ｉ
Ｍ

Ｐ
‐
１
や
Ｖ
Ｉ
Ｍ
‐
２
な
ど
の
タ
イ
プ
が
確

認
さ
れ
、
我
が
国
を
含
む
世
界
各
地
の
医
療

環
境
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら

は
、
多
く
は
、
緑
膿
菌
や
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ

ー
な
ど
で
産
生
さ
れ
大
腸
菌
や
肺
炎
桿
菌
で

は
少
数
で
し
た
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
は
、

ヒ
ト
の
腸
管
に
定
着
し
や
す
い
大
腸
菌
や
肺

炎
桿
菌
に
お
い
て
多
く
見
つ
か
る
と
い
う
特

徴
が
あ
り
、
院
内
感
染
症
や
術
後
感
染
症
の

起
因
菌
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
尿
路
感
染
症

な
ど
を
引
き
起
こ
す
新
型
の
多
剤
耐
性
菌
と

し
て
、
今
後
、
市
中
に
広
が
る
可
能
性
も
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
、
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
産
生
株
の
検
出
と
解
析

（
一
）
大
腸
菌
や
肺
炎
桿
菌
で
カ
ル
バ
ペ
ネ

ム
系
、
フ
ル
オ
ロ
キ
ノ
ロ
ン
系
、
ア
ミ
ノ
配

糖
体
系
の
三
つ
の
系
列
の
抗
菌
薬
に
全
て

「
耐
性
」
と
判
定
さ
れ
た
株
が
分
解
さ
れ
た

場
合
、
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
産
生
株
の
可
能
性
も
考

慮
し
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
検
査
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

（
二
）
Ｓ
Ｍ
Ａ
デ
ィ
ス
ク
検
査
で
陽
性
と
判

定
さ
れ
た
株
に
対
し
て
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｐ
‐
１
型
、
Ｖ
Ｉ
Ｍ
‐
２
型

の
Ｍ
Ｂ
Ｌ
遺
伝
子
を
検
出
し
、
判
定
し
ま
す
。

（
三
）
Ｓ
Ｍ
Ａ
デ
ィ
ス
ク
検
査
で
陽
性
と
判

定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

で
陰
性
と
判
定
さ
れ
た
株
に
つ
い
て
は
、
、

国
立
感
染
症
研
究
所
細
菌
第
二
部
（
代
表
電

話
事
号
〇
四
二
ー
五
六
一
ー
〇
七
七
一
）
に
、

詳
し
い
検
査
や
解
析
に
つ
い
て
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

六
、
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
産
生
株
が
検
出
さ
れ
た
場

合
の
対
応

（
一
）
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
を
産
生
す
る
株
が
検
出

さ
れ
た
患
者
は
、
個
室
管
理
と
し
、
標
準
予

防
策
、
接
触
感
染
予
防
策
を
励
行
し
、
他
の

患
者
に
伝
播
し
な
い
よ
う
感
染
予
防
対
策
を

実
施
し
ま
す
。

（
二
）
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
産
生
株
が
便
や
喀
痰
な

ど
か
ら
検
出
さ
れ
た
も
の
の
、
感
染
徴
侯
が

認
め
ら
れ
な
い
無
症
状
病
原
体
保
有
者
の
場

合
は
、
抗
菌
薬
に
よ
る
除
菌
は
行
わ
ず
、
標

準
予
防
策
、
接
触
感
染
予
防
策
を
励
行
し
つ

つ
、
や
が
て
消
失
す
る
の
を
待
ち
ま
す
。

（
三
）
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
産
生
株
に
よ
る
感
染
症

を
発
症
し
た
患
者
の
場
合
は
、
患
者
の
病
状

を
考
慮
し
て
、
抗
菌
薬
療
法
を
含
む
積
極
的

な
治
療
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

（
四
）
患
者
の
海
外
渡
航
歴
及
び
渡
航
先
で

の
医
療
機
関
の
受
診
歴
を
詳
細
に
聴
取
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
本
解
説
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
御
協
力

を
い
た
だ
い
た
専
門
家
〉

荒
川
宜
親
部
長
（
国
立
感
染
症
研
究
所
細

菌
第
二
部
）

Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
産
生
菌
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
が
必
要

現　
時　
点　
で　
の　
日　
本　
に　
お　
け　
る　
Ｎ　
Ｄ　
Ｍ　
‐　
１　

産　
生　
菌　
の　
分　
離　
は　
二　
例　
の　
み　
で　
す　
。　（　
平　
成　
二　

十　
二　
年　
十　
月　
五　
日　
現　
在　
）　
し　
か　
し　
、　
イ　
ン　

ド　
・　
パ　
キ　
ス　
タ　
ン　
等　
様　
々　
な　
国　
で　
蔓　
延　
し　
て　

い　
る　
こ　
と　
か　
ら　
、　
Ｎ　
Ｄ　
Ｍ　
‐　
１　
産　
生　
株　
が　
人　

の　
腸　
管　
内　
に　
潜　
在　
し　
て　
、　
す　
で　
に　
多　
数　
持　
ち　

込　
ま　
れ　
て　
い　
る　
可　
能　
性　
も　
否　
定　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
。

Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
産
生
株
の
分
離
頻
度
が
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
、
他

の
細
菌
へ
の
Ｎ
Ｄ
Ｍ
‐
１
遺
伝
子
の
蔓
延
が

進
行
し
な
い
か
、
医
療
機
関
、
介
護
施
設
、

地
域
社
会
そ
し
て
全
国
規
模
の
耐
性
菌
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
を
強
化
・
徹
底
し
て
行
く
こ
と

が
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

四
病
院
団
体
協
議
会
と
日
本
慢
性
期
医
療

協
会
、
東
京
都
病
院
協
会
は
十
月
四
日
「
医

療
・
介
護
分
野
に
お
け
る
専
門
的
金
融
機
関

の
必
要
性
と
存
続
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
要

望
書
を
、
民
主
党
の
岡
田
克
也
幹
事
長
、
厚

生
労
働
省
ら
あ
て
に
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
書
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

【
要
望
書
】

一
、
国
民
の
生
命
・
生
活
を
守
る
た
め
に
は
、

医
療
・
介
護
分
野
に
お
け
る
専
門
的
金
融
機

関
が
必
要
で
あ
り
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医

療
機
構
の
存
続
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

二　
、　
融　
資　
に　
お　
い　
て　
は　
、　
医　
療　
・　
介　
護　
施　
設　
の　

長　
期　
的　
存　
続　
の　
た　
め　
、　
以　
下　
を　
要　
望　
し　
ま　
す　
。　

・
経
営
安
定
化
資
金
融
資
制
度
の
存
続
と
更

な
る
上
限
引
き
上
げ

（
現
行
七
・
二
億
円
よ
り
十
二
億
円
程
度
へ
）

・
建
物
整
備
に
対
す
る
償
却
期
間
に
応
じ
た

融
資
期
間
の
延
長
（
二
十
年
か
ら
三
十
年
へ
）

・
機
械
購
入
資
金
に
対
す
る
融
資
の
再
開

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
発
生
に
よ

る
病
院
機
能
麻
痺
に
対
す
る
緊
急
融
資

・
災
害
被
災
医
療
機
関
に
対
す
る
緊
急
融
資

・
融
資
手
続
き
の
簡
素
化
お
よ
び
抵
当
権
設

定
等
の
弾
力
的
連
用

・
審
査
期
間
の
短
縮
化
お
よ
び
必
要
書
類
の

簡
素
化

・
抵
当
権
順
位
一
位
以
外
で
も
融
資
可
能
と

す
る
こ
と

・　
社　
会　
医　
療　
法　
人　
に　
対　
す　
る　
融　
資　
条　
件　
の　
緩　
和　

東
京
都
病
院
協
会
は
、
平
成
二
十
一
年
一

月
頃
か
ら
約
二
年
間
に
渡
っ
て
、
医
療
福
祉

機
構
に
対
し
て
緊
急
融
資
制
度
改
正
・
充
実

に
向
け
て
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
機
構
は
、
政
府
の
行
政
刷
新

会
議
が
昨
年
十
一
月
と
今
年
四
月
に
実
施
し

た
「
事
業
仕
分
け
」
で
仕
分
け
の
対
象
と
な

っ
た
の
で
す
。

行
政
刷
新
会
議
は
、
十
一
月
十
五
日
か
ら
、

こ
れ
ま
で
仕
分
け
た
事
業
の
う
ち
、
さ
ら
に

見
直
し
が
必
要
な
事
業
に
つ
い
て
再
仕
分
け

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
要
望
書
は
、
そ
う
し
た
中
で
四
病

院
団
体
協
議
会
や
日
本
慢
性
期
医
療
協
会
の

支
援
も
得
て
、
同
機
構
の
存
続
を
強
く
要
望

し
て
再
仕
分
け
の
対
象
と
な
ら
な
い
よ
う
に

求
め
た
も
の
で
す
。

結
果
は
、
す
で
に
ご
存
知
の
通
り
、
同
機

構
の
医
療
貸
付
事
業
は
再
仕
分
け
の
対
象
か

ら
外
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

十
月
四
日
民
主
党
、
厚
労
省
ら
あ
て
に
要
望
書
を
提
出

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
の
存
続
に
つ
い
て


